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　本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」(平成9年7月31日

以下

　　　ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって行う。

（0.07ppm）

（0.08ppm）

　　　ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって行う。

 260μg/m3

以下

　　固相吸着/溶媒抽出法で採取し、

　　　ｶﾞｽｸﾛﾏﾄｸﾞﾗﾌ－質量分析法によって行う。

　　容器採取法で採取し、

エチルベンゼン  3800μg/m3

________

測定物質，測定方法

種 類

ホルムアルデヒド

指針 値

・ｼﾞﾆﾄﾛﾌｪﾆﾙﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ誘導体固相吸着/溶媒抽出法で

　採取し高速液体クロマトグラフ法によって行う。

トルエン

測 定 方 法

100μg/m3

　　固相吸着/加熱脱着法で採取し、

（0.05ppm）

以下

以下

スチレン  220μg/m3

 ___μg/m3

　　※両単位の換算は、25℃の場合による。

（0.88ppm）

（0.20ppm）

 870μg/m3

（_____ppm）

以下

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

キシレン

以下

ディーゼル車

排出ガス規制

職員に報告しなければならない。

し、本工事関係車両を把握しなければならない。

ものとする。

が、当該工事場所のディーセル車排出ガス規制条例（以下「排出ガス規制条例」という）

の適用を受ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。に適合した車両

ならない、。

合する車両の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しなければ

り難い場合は監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

大臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。ただしこれに

り評価された排出ガス浄化装置を装着することで，排出ガス対策型機械と同等と見なす。

ただし，これにより難い場合は，監督職員と協議するものとする。

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の写

真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

建設省告示第1536号　最終改正　平成13年4月9日国土交通省告示第487号）に基づき国土交通

年4月1日付け国総施第225号），「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規程」

(平成18年3月17日付け国土交通省告示第348号)もしくは「第３次排出ガス対策型建設機械指

等に関する法律」(平成17年法律第51号)に基づく技術基準に適合する機械，または，「排出

ガス対策型建設機械指定要領（平成3年10月8日付け建設省経機発第249号　最終改正平成14

術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」，またはこれと同等の開発目標

で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業，もしくは建設技術審査証明事業によ

定要領」(平成18年3月17日付け国総施第215号)に基づき指定された排出ガス対策型建設機械

を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は，平成７年度建設技

施工中の環境保全等

低騒音型・低振動型

建 設 機 械 の 使 用

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制

建 設 機 械

排出ガス対策型

　排出ガス対策型建設機械，又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合，現

場代理人は，施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い，監督職員に提出するも

のとする。

この工事現場には，下記の資格を有する工事用電力設備の保安責任者を選任する。工事用電力設備
の保安責任者

電気保安技術者項 目 名

・

・

・

・

・

・

・

・

・

   教育施設の電気工学以外の工学に関する学科において一

   般電気工学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業し

 8 第２種電気工事士(旧電気工事士)以上の資格を有する者

 9 短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の

　た者

 4 旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術

   者の検定に合格した者

   気事業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省

   令第７条第１項各号の科目を修めて卒業した者

 6 第１種電気工事士の資格を有する者

 7 ２級電気工事施工管理技士以上の資格を有する者

 5 公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験

   に合格した者

 3 高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において，電

 1 第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

 2 １級電気工事工事施工管理技士の資格を有する者

この工事現場に下記のいずれかの資格を有する電気保安技術者を選任する。電気保安技術者

取する。試料採取は室の中央付近の少なくとも壁から１ｍ以上離した高さ1.2～1.5

３時ごろに設定するのが望ましい。室外についても室内と同様の条件で平行して採

㎡

試料採取方法

　

ｍの位置を試料採取位置として設定する。外気の試料採取は外壁及び空調吸排気口

の時刻は揮発性有機化合物濃度の日変動で最大となることが予想される午後２時～

する。

建 築 改 修 工 事 特 記 仕 様 書

工事の種類

試料採取は室内及び外気の各１箇所を２回づつとし，対象室内を30分換気後に対

から２～５ｍ離した、室内の測定高さと同等の高さの所を試料採取位置として設定

㎡

㎡

工 事 場 所

象室内を５時間以上密閉し，その後概ね30分採取の濃度（μｇ/ｍ3）で表す。採取

※上記の室について，それぞれ1検体につき2回採取を行い測定する。

工 作 物 等

建 築 面 積

（　　）の数値は，当該既設建物の面積とする。

完 成 期 限

工 事 概 要

延 べ 面 積

構 造・階 数

工 事 名 称

棟 名 称
　　　・規模等

工 種

<1.3.8>

発生材の処理等

1) 品　　名（　　　　　　　　　　）

<1.3.5>

関係法令に従い適切に処分するもの

施 工 条 件

2) 使用箇所（　　　　　　　　　　）

   督職員と協議する。

4) 日々の搬出量等を取りまとめた土砂等搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

1) 品　　名（　　　　　　　　　　）  2) 引渡し先(　　　　　　　　　　)

3) 集積場所（　　　　　　　　　　）

再生資源化を図るもの

3) 搬出に先立ち搬出計画書を作成し監督職員に提出する。

3) 搬出に先立ち搬出計画書を作成し監督職員に提出する。

1) 品　　名（　　　　　　　　　　）

5) 工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は，監

   督職員と協議する。

引渡を要するもの

5) 工事発注後に明らかになった事情により，上記の指定によりがたい場合は，監

2) 処理方法（　　　　　　　　　　）

この工事現場では，次の施工条件による

特別管理産業廃棄物

現場において再利用を図るもの

4) 日々の搬出量等を取りまとめた土砂等搬出調書を作成し，監督職員に提出する。

１章　　一　般　共　通　事　項

再利用を図るものは，次による材料の品質等

<1.4.2>

改修延べ面積

延べ面積計

　    改修延べ面積計

㎡

㎡

　    模様替内容

実 施 工 程 表

<1.2.1>

<1.3.3>

<1.3.4>

<1.3.11>

バックホウ

ブルドーザー

発電電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

空気圧縮機（可搬式）

ローラー類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗｰ、ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ、振動ﾛｰﾗｰ）

ディーゼルエンジン（エンジン

出力7.5ｋW以上、260ｋW以下）

を搭載したものに限る。

ホイールローダ

ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

ディーゼルエンジン（エンジン

を搭載したものに限る。

出力8ｋW以上、560ｋW以下）

摘 要機 種

①　受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下本工事車両という）

②　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制に適

③　受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証のコピーを保管

④　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監督

⑤　受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に排出ガス規制条例を遵守させる

測定結果が上回った場合の措置

測定結果が厚生労働省の定める指針値を上回った場合は、監督職員と協議する。

<1.7.2>

技 術 検 査

２章　　仮　設　工　事

<1.8.2>

完 成 図

足場その他

<2.2.1>

<2.3.2>

仮設間仕切り

足場を設ける場合は、手すり据置き方式又は手すり先行専用足場方式とする。また、併せ

て、足場の外側及び内側（躯体側）の両方に手すり、中さん及び幅木の機能を有するもの

を設置することとし、幅木はメッシュシート、防音シート及び防網等の有無のかかわらず

設置すること。

・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

設置箇所

1) 品　　名（ 　　　　　　　　　）  2)  受入場所（　　　　　　　　　　　　　）

ＤＡＴＥ工 事 名 設計業務名

ＢＹ ＤＲＡＷＩＮＧ ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．

部長

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨ ＡＰＰＲ．ＢＹ ＣＨＫＤ．ＢＹ ＤＲＡＷＮ

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所
一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

補佐 担当課長

山梨大学施設・環境部

NON

T

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・次のうちいずれかの測定方法とする。

1) 品　　名（ 　　　　　　　　　 ）  2)  受入場所（　　　　　　　　　　　　　）

地方自治体等の許可処分場とする。ｺﾝｸﾘｰﾄ､金属､木材､発生土 等

特記仕様書１

山梨大学(医病)附属病院中央診療棟等改修実施設計業務

山梨県中央市下河東1110（山梨大学下河東団地構内）

地方自治体等の許可処分場とする。建設汚泥、石こうボード等

1

'19 03

防水改修 外壁改修 建具改修

内装改修 塗装改修 耐震改修

環境配慮改修

特殊診療棟

Ｒ・3 Ｓ・1

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

462

施工の検査等

一工程の施工の

確認及び報告

<1.6.7>

<1.6.9>

化 学 物 質 の

施工の立会い等

技 能 検 定 の 職 種

測定室等

　工事の施工完了後、引き渡しをするまでの間に、下表の測定室等の揮発性有機化合物の

室内濃度を測定し、指針値以下であることを確認し、報告する。

化合物の室内濃度の測定濃 度 測 定

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン等の揮発性有機

<1.6.5>

<1.6.4>

備 考材 料 名材料等の検査等

<1.6.2>

<1.4.4>

技 能 士 工 種

・塗　　装

・造　　園

内装工事

塗装工事

タイル工事

金属工事

コンクリート工事

・サッシ施工　　　・ガラス施工

石工事

・防水施工

・石材施工

ブロック･ＡＬＣパネル工事

・建築大工

・内装仕上げ施工（床，天井仕上げ等）　　・表　装

・ブロック建築　　　・ＡＬＣパネル施工

・内装仕上げ施工（鋼製下地）

・カーテンウォール施工ＰＣカーテンウォール工事

植栽工事

・左　　官左官工事

木工事

鉄筋工事

鉄骨工事

・建築板金　　　・スレート施工

・タイル張り

建具工事

屋根･とい工事

防水工事

・鉄筋施工

仮設工事 ・と　　び

・左　　官　　　・型枠施工　　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・と　　び　　　・鉄工

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次について監督職員の検査を受ける。

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工程については、施工の確認及び報告を監督

備 考施工の確認及び報告を行う工程

職員に行うものとする。

立会いを受ける。

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項については、監督職員の

撤去工事の完了時

軽量鉄骨天井下地、軽量鉄骨壁下地の完了時

塗装及び吹付下地の完了時

・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度測定

・解体工事終了後

・ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の室内濃度測定の試料採取時

棟 名 称 階 数 採取本数（1室当り）

１階

２階

３階

室 名

中央診療棟 中央診療棟

外来診療棟

外来診療棟

特殊診療棟

特殊診療棟

MRI-CT装置棟

MRI-CT装置棟

RI検査待合 待合1A 待合ﾎｰﾙ

検査待合

待合3A

４階 ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ室

１検体（+室外1検体）

１検体（+室外1検体）

１検体（+室外1検体）

１検体（+室外1検体）

１検体（+室外1検体）内視鏡待合室

待合2A

職員･外来食堂

透析待合、

MRI-CT装置棟附属病院

ＳＲ・7

10,644 474 462

32,413

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

完成写真はキャビネ版とし黒表紙，工事名称等は金文字入りとする。

なお，完成写真には撮影方向等を明示した配置図，平面図を添付する。

工事写真帳は(　・　紙媒体　　・　電子媒体　)で　　　　部提出する。

完成図の様式等は次による。

作 成 方 法

記 入 内 容種 類

完成図の種類及び記入内容は次による。

１

施工図・完成図 公共建築改修工事標準仕様書　1・8・1、1・8・2による。

原図サイズ Ａ1及びＡ3

原図（Ａ1・Ａ3）1部

製本（Ａ1・Ａ3）1部

この他詳細な事項は監督職員の指示による。
施工図及び完成図は二つ折り製本及びCADデータとする。

貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：

　　　　　　　　　　　　ファイル形式：

国立大学法人　山梨大学

ＪＷＷ

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため以外

に使用しないこと。

提出方法：

完成写真、完成図、施工図、工事写真

保全に関する資料　　提出部数　　　部２

ファイル形式：

提出媒体　ＣＤ-Ｒ

ラベルには工事名、収納データ名、工期、施工者名を表示すること。

図面ファイル：ＪＷＷ　及び　ＰＤＦ

工事写真及び完成写真：ＪＰＧ

＜1.8.3＞

保全に関する資料

昇降機設備

1,250

210

・昇降機設備

一 般 特 記 事 項

総 則 １．この工事の受注者は，国立大学法人山梨大学工事請負契約細則別記の工事請負契約基準

　  現場説明書，特記仕様書    枚，図面    枚，

(2) 　　　　 で抹消した章及び項目の当該特記事項は，すべて適用しない。

(1) ・印で始まる事項及び表中の・印の事項は，○印の付した事項のみ適用する。

(3) 表中の数字，文字又は記号を記入する事項は，記入してある事項のみ適用する。

(5) 左欄の< >，《 》内の数値は，下記の該当番号を示す。

２．特記仕様書の適用方法

　承諾を受ける。

　同等以上のものとする。ただし，同等以上のものとする場合は，監督職員の

(4) 特記された材料，製造所，製品名，施工業者等の取扱いは，特記されたもの又は

れ た 区 分 等

基づき定めら

建築基準法に

       ０

建築基準法に基づき定められた区分等

積雪区分　　建告示第1455号 別表

地表面粗度区分　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ

風速　　Ｖ ＝ 　　   ｍ/ｓ３０

（２７）

　  要領に基づき工事を施工する。

<中央診療棟>　寝台用　1000kg(15人)　機械室無し　1台　新設

<中央診療棟>　乗用　　1000kg(15人)　機械室無し　1台　新設

<特殊診療棟>　寝台用　 750kg(11人)　機械室有り　1台　改造

<外来棟>　　　寝台用　1000kg(15人)　機械室無し　1台　新設

山梨大学（医病）中央診療棟等改修工事

山梨大学（医病）中央診療棟等改修工事

模様替 模様替 模様替

（　　　　） （　　　　） （　　　　）

（　　　　） （　　　　） （　　　　）

・工事用電力を構外から引き込む場合は、法令に基づく有資格者を定め、監督職員に報告する。

外壁関連の施工

撤去が完了した段階

下地処理が完了した段階

下地処理が完了した段階

外部足場を取り外す前の段階

本工事期間中に中間技術検査を　　　　　　　　　　に　　　　回行う。

・実施する回数及び段階は、監督職員と協議するものとする。

　　    年    月    日（    曜日）

概 成 工 期　　　　　　年　　月　　日（　　曜日）

3 31 木令和4

・ 工事の進捗により場合によっては、日曜日や祝日および夜間の工事となることがある。

1,2379,650

11,097

　  公共建築改修工事標仕様書（統一基準）（建築工事偏）（平成31年版）、

　  公共建築工事標仕様書（統一基準）（建築工事偏）（平成31年版）、

　  建築物解体工事共通仕様書（統一基準）（建築工事偏）（平成31年版）、工事写真撮影

  < > 　－公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)（平成31年版）

 《 》　－文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)（平成31年版）

24

34,125

：各階　図示による。（T-7～24図）

320

齋藤
四角形



ＤＡＴＥ工 事 名 設計業務名

ＢＹ ＤＲＡＷＩＮＧ ＴＩＴＬＥ ＳＣＡＬＥ ＤＲＡＷＩＮＧ ＮＯ．

部長

ＡＲＣＨＩＴＥＣＴ＆ ＯＦＦＩＣＥＢＲＡＮＣＨ ＡＰＰＲ．ＢＹ ＣＨＫＤ．ＢＹ ＤＲＡＷＮ

東京都中央区日本橋本町3丁目4番７号
株式会社　教　育　施　設　研　究　所
一級建築士事務所　東京都知事登録第４８３４号

補佐 担当課長

山梨大学施設・環境部

NON

T

山梨大学(医病)附属病院中央診療棟等改修実施設計業務

5

03'19

製造所・製品名等そ　の　他

特記仕様書５、工事区分表

名　　称

天井点検口（アルミ額縁）

ＵＳ0808 ＴＯＴＯ(株)　ＪＳＶ０８０８Ｔ　同等品

フクビ化学工業(株)：天井アルミ点検口枠Ｐ　同等品

天井点検口（ＡＴ仕様） フクビ化学工業(株)：天井アルミ気密点検口枠Ｋ　同等品

壁点検口 フクビ化学工業(株)：壁用点検口枠Ｉ型　同等品

直付ＬＧＷ (株)ケーワン　ワンタッチＮＦ工法　同等品

軽量鋼製ＳＰ折り戸 (株)くろがね工作所　アキュドアＦＰＤ（エマージェンシーオープン機構）タイプ　同等品

腰壁ＶＳ（木目） (株)東リ　不燃腰壁シートァ0.5　同等品

バスリブパネル フクビ化学工業(株)：バスパネル不燃リブ（不燃）　同等品

ＲＩ遮蔽

ガラス飛散防止フィルム ３Ｍ(株)スコッチティント　同等品

ガラスデザインフィルム ３Ｍ(株)グラデーションフィルム　同等品

化粧塩ビシート ３Ｍ(株)ダイノックフィルム（木目・プレーン）　同等品

(株)エクロール　人工大理石カウンター　　同等品（デイルーム）手洗い流し一体カウンター

既製ステンレス流し台 (株)ＬＩＸＩＬ　サンファー二・ティオ　　同等品

ミニキッチン (株)ＬＩＸＩＬ　ミニキッチン（ＩＨコンロ、換気扇付、冷蔵庫無し）　同等品

樹脂一体型洗面カウンター 冨士機材(株)　車いす対応洗面カウンター（ＦＦ-６０１）

手摺 ナカ工業(株)　ネオウッド（Ｏ-４０Ｍ-sl）　同等品

キックガード ナカ工業(株)　セフティーライン（ＮＳ-２００Ｍ）　同等品

コーナーガード ナカ工業(株)　セフティーコーナーライン（ＮＳ-５０Ｍ）　同等品

Ｌ型補助手摺 ナカ工業(株)　ＮＳ-ＴＬ０７０７（抗ウイルス性）　同等品

取付ブラケット（１段：ＡＦ-55、2段：ＡＦ-5577）

補助手摺（可動手摺） ナカ工業(株)：ＣＵ（タテ可動式手摺）（抗ウイルス性）　同等品

補助手摺（小便器用） ナカ工業(株)：ＣＣ-1（抗ウイルス性）同等品

ベビーシート (株)ＴＯＴＯ：ＹＫＡ２５Ｒ　同等品

階段ノンスリップ ナカ工業(株)　ハイステップスリム　Ｗ＝35　フラットエンド付き　同等品

ＵＢ用樹脂製開口枠 カイダー・ベースボード工業(株)：ユニットバス枠　同等品

造作家具

消火器ボックス

化粧洗面カウンター ＴＯＴＯ(株)　マーブライトカウンター（ＭＬ３５）　同等品

物置棚 杉田エース(株)　ＲＶシェルフばね式（ＲＶ-２００-ＳＰ-Ｓ）　同等品

(株)ユニオン 全埋込（ＵＦＢ-１Ｆ-２７４ＩＮ-ＭＰＬ）　同等品

床置き（壁掛け兼用）（ＵＦＢ-４Ｆ-２０８Ｈ-ＰＷＨ）　同等品

感染防止ボックス (株)くろがね工作所　ＰＰＥボックス　同等品

(株)ＬＩＸＩＬ　車いす対応洗面カウンター（ＭＬＨＭ）

Ｌ型補助手摺（前板付き） ナカ工業(株)　ＦＩ型（抗ウイルス性）　同等品

補助前板 ナカ工業(株)：はね上げ式前面ボード（ＫＦ-ＡＡ482Ｈ67）　同等品

洗面器台 ＴＯＴＯ(株)　洗面器置台（ＥＷＢ６５０Ｂ）　同等品

物置掛フック (株)ＬＩＸＩＬ　フック（ＫＦ-86）　同等品

Ｉ型補助手摺 ナカ工業(株)　ＮＳ-Ｔ－６００、４００（抗ウイルス性）同等品

防鳥ワイヤー （株）シーアイシー（ＢＳバードワイヤー）　同等品

ＬＧＦ (株)ＵＦＧ　　ユニットフロアＧ　同等品

山梨大学（医病）中央診療棟等改修工事

技研興業(株)、Ｓメディカルシールド(株)、理研イーエムシー(株)　同等品

(株)ケルン、(株)内田洋行、日本住宅パネル工業協同組合　同等品

注）同等品とは同等品以上とする。 外壁補修 数量表　(参考数量)

項目
中央診療棟 特殊診療棟 計

改　修　内　容

吹付面ひび割れ　（1.0ｍｍ以上）

吹付面ひび割れ　（0.2mm　未満）

吹付面ひび割れ　（0.2mm　～　1.0ｍｍ） ｍ

ｍ Ｕカット可とう性エポキシ樹脂充填工法

微弾性下地調整材にて処理

エポキシ樹脂注入工法

 10.6  10.6

劣化部補修

㎡

㎡ 下地処理+外部用複層模様吹付

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法(一般部分 16本/㎡)タイル張り仕上浮き  柱・壁面等の一般部分

734.0

259 259

126.0 860.0

建
　
築

電
　
気

機
　
械

土
　
木

備 考
区 分

名 称

項 目

摘 要

昇
降
機

一次側

一次側接続まで

一次側接続まで

電源配線配管、接続ボックス共

接続まで

一次側接続まで。ＳＷの取付配線

据付共

現場製作

同上用電源配線

同上用照明・コンセント

同上用配管

プレハブ型

同上用電源配線

同上用電源配線

電源配線配管、接続ボックス共同上用照明・コンセント

同上用配管

ユニットバス本体

各メーターから装置まで同上用信号線

同上用電源配線

関係機器、関係機器間配線を含む中央監視装置本体

操作盤～接続ボックスまで同上配線配管、接続

電気錠

同上配管配線

読取装置共

一次側同上配線配管、接続

二次側

二次側。操作盤、押しボタン取付共

一次側（　相　　V）

自動扉の配管配線

同上配線配管、接続

電動シャッターの配管配線

ステンレス鋼板製

コンクリート製

ガソリントラップ

グリストラップ及び

同上用基礎

取付共テレビアンテナ

雷保護設備

保守管理用タラップ，はしご

室内テレビ用吊り金物

植栽

コンクリート擁壁

法枠、モルタル吹付け

芝生、種子吹付け

各階出入口用開口

三方枠周囲の壁仕上

昇降路内中間ビーム設置

ピット内点検用タラップ

シャフト内、制御盤内接続共〃

シャフト外、監視制御装置～制御盤同上用配線

監視カメラ

シャフト内、制御盤内接続共〃

シャフト外、AMP～制御盤同上用配線

非常放送用スピーカ

シャフト内、制御盤内接続共

シャフト外、監視盤～制御盤インターホン配線

ピット内，機械室内

動力、照明用電源、接地引込み

〃

コンセント設置

ピット内防水

機械室換気扇取付 サーモスイッチ共

敷居取付用持出し共

停電用、火災用等各種信号用制御線

同上換気扇取付

換気ガラリ共

ート、防塵塗料、搬入用等開口、

天井フック、床シンダーコンクリ

（トロ詰め）

三方枠、同取付後の壁補修まで

同上用監視盤

同上用機械室

昇降機設備本体

化粧用洗面器、鏡 化粧カウンターは除く

特殊サイズ鏡

防錆共各工事

各工事にて行う

トレンチ，床下部，屋上

承諾済みのもの以外は不可

電気錠操作盤（ＩＣ用）

ローカル電気錠は建築工事

ＩＣ除くローカル電気錠は建築工事

冷蔵、冷凍、恒温恒湿、

シールド内設置は建築工事

シールド内設置は建築工事

同上用配管

接続まで（空調ダクト、医療ガス）

冷蔵、冷凍、恒温恒湿

接続まで（医療ガス、一般給排気）

シールド、防音、無響室等の内装

シールド、防音、無響室等の内装

床の閉塞は、0.1㎡＞Sは各工事、0.1㎡≦Sは補強共に建築工事とする。

ＲＣ床・壁の穴明けは0.1㎡＞Sは各工事、0.1㎡≦Sは補強共に建築工事とする。

乾式ボード壁の穴明けは0.1㎡＞Sは各工事、0.1㎡≦Sは補強共に建築工事とする。

既存梁の穴明けは各設備工事、補強は建築工事とする。

■ 既存　壁･床･梁の開口穴明け閉塞について(各工事共通)

ＲＣ壁および乾式ボード壁の開口閉塞は大小問わず、乾式工法・認定工法（耐火区画等）にて閉塞する。

工　　事　　区　　分　　表

建
　
築

電
　
気

機
　
械

土
　
木

軽量鉄骨下地開口部墨出し

開口補強を必要としないボード等の切開

配管配線用ピット

同上雷保護設備

鋼板製同上煙道

独立煙突

連結送水口

自動火災報知器

同上表示灯及び起動装置

同上接続（一次側）

制御盤

屋内消火栓起動リレー

屋内消火栓

道路側溝用排水

煙感知器連動シャッター

上記①～③用煙感知器

煙感知器連動防煙垂れ壁

Ｌ型・Ｕ型と管布設

リレーまでの配管配線共

制御盤主開閉器までの配管配線

制御盤以降の配管，配線共

リレー取付まで③

リレー取付まで②

消火ポンプ，制御盤

座板共

リレー取付まで①

リレー及びリレーまでの配管配線共

排煙防火ダンパー

同上用煙感知器

配管配線、ボックス共同上用レリーズ

給排気用外壁取付ガラリ

煙感知器連動防火戸

内壁取付ガラリ

ガラリへの給排気ダクト接続

同上用スイッチ

全熱交換器

同上用電源

同上用スイッチ

木製，アルミ製，鉄製同上用枠，取付板等

壁，サッシ等への取付（材共）

ダクトのあるもの

〃

換気扇取付

屋上設置のものの基礎

屋外大型のものの基礎

SUS、FRP、銅製

〃

〃

〃

コンクリート製各種槽類

同上接続部止水板

共同溝

建物，共同溝接続トレンチ

歩床コンクリート共

地下式屋外貯油槽

仕上げ共屋外自立盤の基礎

仕上げ共一般機器類の基礎

自家発電機その他電気関係機器

ボイラ、冷凍機等機械設備関係機器

機器用アンカーボルト

機器用アンカーボルト

同上基礎上鉄骨架台

立てどい

流し台

給排水用同上用配管配管接続

流し台、ミニキッチン本体、水切

点検口取付及び、開口部補強

特殊仕上材の天井、壁、床に取り

梁、壁スリーブ入れ

梁、壁木製型枠入れ

鉄筋切断及び、補強筋入れ

点検口取付及び、開口部補強

天井及び壁、ボード切開

〃

生活排水，実験排水管

雨水排水管

〃

〃

大型機械基礎

洗面器等取付化粧板

ルーフドレン

第１桝から排水幹線までの配管

幹線の配管

幹線の配管

建物及び第１桝までの配管

ステンレス製（含む排水金具）

防露工事共

第１桝から排水幹線までの配管

陶器製

機器・配管取り付け後の壁，床等の補修

防火区画貫通部補修

床点検口

盤等重量物の下地補強 露出形器具取付用

付ける器具等の穴あけ加工

軽量鉄骨下地開口部補強

〃 機械設備関係開口部

電気関係開口部

天井点検口

コンクリート床インサート

PC板インサート

同上補修

スリーブ入れPC板の穴あけ

ダクト等の貫通部

配管ダクト類の防水貫通部補修

床スラブスリーブ入れ

同上開口部補強

床スラブ木製型枠入れ

区 分

コンクリート穴あけ

〃

名 称

項 目

〃

〃

備 考

摘 要

機械室、電気室の防音遮音処理

天井フック

コンクリートシャフト点検口

盤、配管、ダクト、配線用の二重床開口

二重床内の漏水感知器（給排水ルート）

フリーアクセスフロア等・二重床等

フリーアクセスフロア等・二重床等

同上床下点検口 同上に取付

第１桝を含む

第１桝を含む

第１桝までの配管

第１桝までの配管

墨出し、型枠入れ共

墨出し、型枠入れ共

モルタル充てん等

墨出し共

石，金属パネル等

ボード切込，墨出し共

給排気ガラリ等

照明器具，空調吹出口，

墨出し，補修除く

ボイド等

墨出し，補修除く

ボイド等

モルタル充てん等

ボード切込，墨出し共

照明器具等

空調吹出口

水切板，同穴あけ共

フード取付共

天井扇等

遮光ガラリ共

接地共

＜※＞

＜※＞

＜※＞

＜※＞

＜※＞

＜※＞

＜※＞

＜※＞

＜※＞

＜※＞

＜※＞

＜※＞新設 床・壁のみ適用

ALC、ECPパネルの穴あけ、補修

※〇が重複する項目は、それぞれの区分が必要とする工事を自ら行う。 建築工事および昇降機設備工事は本工事とする。

数量
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